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１．はじめに 

4ヶ月の留学の中で特に心に残っている楽しかった思い出は、ホストファミリーと過ご

した時間です。今回は、そのホストファミリーについて紹介します。 

 

２．ホストファミリーの紹介 

私のホストファミリーは、ご夫婦で、名前は BobとMarilynです。対面会で、二人は

とても優しく話しかけてくれて、ゲームを用意してくれていて、緊張をなくしてくれまし

た。二人のお家は、とても大きくて、かわいらしくて、Bobが建てたと聞いても、信じる

ことができませんでした。とても広いお庭があり、鶏が 5匹、犬のソフィーがいました。

すぐ近くに息子さん家族が暮らしていて、お孫さんが 2人いました。 

 

３．サンクスギビング・ブレイク 

5日間お世話になったサンクスギビング・ブレイクには、私のために可愛いお部屋を用

意してくれて、家のものを何でも自由に使って良いと言ってくれました。初めて家につい

た夜、夕ご飯をごちそうしてくれました。アメリカの家族とテーブルを囲みご飯を食べる

というのは緊張しましたが、とても暖かい家族で、料理もとてもおいしく、とても幸せな

時間でした。 

朝起きると、二人はすでにソファーで新聞を読んでいて 、“Good morning Kanon! Did 

you sleep well?” と聞いてくれました。朝ご飯は好きなものを食べていいと言われていた

のでシリアルとジュースなどをいただきました。お昼ご飯は二人の手料理をいただいて、

午後はソフィーと遊んだりゲームをしたり、お孫さんが遊びに来た日は一緒に遊んだりし

ました。地下室がとても広くて、いくつかのトレーニング機器と、様々な楽器と、巨大な

スクリーンがありました。初めて地下室を見たとき、驚きと感動で思わず叫んでしまいま

した。Bobは昔バンドを組んでいて、楽器を弾いたり歌を歌ったりするのが大好きで、よ

く地下で楽器を弾いて楽しんでいるそうです。お願いしたら全ての楽器を弾てくれて、最

後にはギターの弾き語りをしてくれました。とても感動しました。夕方 6時ぴったりに夕

ご飯を用意してくれて、日本の暮らしやお互いの文化について話し合ったりしながらご飯

を食べました。夕ご飯の後は、毎晩地下室のスクリーンで映画を観ました。クリスマスが

近かったのでクリスマスツリーの飾りつけもしました。Marilynはクリスマスが大好き

で、ツリーのオーナメント以外にもたくさんのクリスマスグッズを持っていて、家じゅう



 

を飾り付けていました。二人とこの家で過ごす毎日がとても幸せでした。 

 

４．終わりに 

他にも、教会、ミュージアム、レストラン、ショッピングモール、バードウォッチン

グ、親せきのお家、イルミネーションの公園など、たくさんのところに連れて行ってくれ

ました。大学の寮の暮らしだけではできなかったことをたくさん経験させてくれました。

二人はいつも優しく温かく、本当の子どものように接してくれました。アメリカにもう一

つの家族ができたような感じがして、とても嬉しいです。これからも日々熱心に英語の勉

強に取り組んで、また二人に会いに行きたいです。 


